
１１ 

　公共下水道・農業集落排水・コミュニティプラ
ントに接続する排水設備工事は、指定工事店でな
いとできません。工事は必ず指定工事店へお申し
込みください。 
　福崎町指定工事店については役場下水道課にお
問い合わせください。 
　また、新築の場合はもちろん、ご自宅を増改築・
建替えされる際に下水道管を改修される場合も、
指定工事店での工事と役場への申請が必要です。 
　新築、増改築及び建替え等で、排水設備工事の
申請が未届けのご家庭がありましたら、役場下水
道課へご連絡ください。 

　現在、未接続世帯への接続推進を行っています。
供用開始されている区域のみなさんは、
公共用水域の水質保全・生活環境改善
のため、下水道への接続を進めていた
だきますようお願いします。 

問い合わせ先　下水道課（内線311・312） 

（１）サルビア号再編計画（案） 
　現在運行している巡回バス「サルビア号」の運営方針
や運行方法を再編するために策定するもの 
 
（２）福崎町障害者福祉プラン 
　　　及び福崎町障害福祉計画（案） 
　障害者に係わる生活や医療、保健、教育、雇用等を総
合的に推進するために策定するもの及び障害福祉サー
ビス等の充実を図るため、平成２４年度から３か年の計
画として策定するもの 
 
　お寄せいただいた意見を参考に、さらに検討を加え
計画を策定します。福崎町ホームページにも掲載して
いますのでご覧ください。 
 
閲覧場所 
　役場ロビー情報公開コーナー（土・日曜日休館） 
　図書館（月曜・第１木曜日休館） 
　文化センター（月曜休館） 
　八千種研修センター（水曜休館） 
募集期間　２月６日（月）～３月５日（月） 
提出方法　住所、氏名、意見をご記入のうえ、ＦＡＸ、
Ｅメール、郵便または健康福祉課へ直接提出してく
ださい。 
　＊様式の指定はありません。 
　＊電話や口頭によるものは受付できません。 
提出先　健康福祉課（内線３５１・３５４） 
　〒６７９－２２８０　南田原３１１６番地の１ 
　ＦＡＸ ２２－５９８０ 
　Ｅメール　fukushi@town.fukusaki.hyogo.jp

 

パブリックコメント 
みなさんの意見を募集します 

パブリックコメント 
みなさんの意見を募集します 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　「まちの子育てひろば（社会福祉協議会）」と「いず
み会」では、子育て中の親子の食育体験や仲間づくりの
支援を目的に、共催で『親子クッキング』を開催してい
ます。対象は、就学前までの子どもさんとその保護者で
す。保健センターで月１回、おだんごやクラッカーなど、
小さい子の手にあうものを一品作ります。 
　料理をするお母さんや少し大きいお友だちの姿を眺め
たり、音をきいたり、匂ったり、そうしたことのひとつ
ひとつが、食への関心を膨らませているのでしょうか。
お母さんの背中からおりたばかりのよちよち歩きの子ど
もさんまでが、粉をこねようとしたり、すりこぎを持っ

たり、一人前にお料理に参加します。 
　また、毎回いずみ会員が、地域でとれた季節の野菜たっぷり
のスープなどを提供します。昆布や小魚、鰹節などを入れてだ
しを取れば、薄めの味でもおいしく食べられ、いつの間にか野
菜嫌いが克服できています。 
　できあがった料理は、同じ調理台のグループごとにいただき
ます。自分が手伝ったことで料理への愛着も湧いて、たくさん
食べています。調理をしながら、食べながら、おしゃべりもは
ずみ、親子の、また、仲間との楽しい交流の場にもなっています。 
　これからも、健康で豊かな食生活の実践に向けて、食育推進
に取り組んでいきます。 

まちの子育てひろばといずみ会 
の食育事業 

『親子クッキング』 
みんな、クッキング大好きです。 
おはぎ、肉まん、きなこ飴・・・ 
まるまる、こねこね、楽しいね。 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　農業委員会から平成２３年の地域ごとにおける賃借料の情報をお知らせし

ます。 

　福崎町では、９４％が使用貸借（小作料が無料）の権利設定でした。 

　下記の表は、平成２３年１月～１２月に契約（公告）された１０ａ当たりの賃

借料水準（小作料が有料）を示したものです。なお、これはあくまでも情報提供ですので、状況に応じて借

り手貸し手双方協議のうえ、決定してください。 

　新たな農地制度について、詳しくは農業委員もしくは農業委員会事務局へお問い合わせください。 

１２ 

農地の賃借料情報をお知らせします 

問い合わせ先　福崎町農業委員会事務局 
（産業課内・内線３９４）　 

※畑については契約がありませんでした。 
※賃借料を物納としている場合は、米６０kg当たり１２，０００円
で換算しています。 
※金額は算出結果を四捨五入し、１００円単位としています。 

賃借料情報〔田〕１０ａ当たり 

平均額 

８,１００ 

最高額 

１０,８００ 

最低額 

３,４００ 

（単位：円） 

（注）使用貸借権（小作料が無料）は集計に含んでいません。 使用貸借権 
（小作料が無料） 

９４%

賃借権 
（小作料有） 
６%

4月から 　　　　　　　　　　　を開設します 4月から 　　　　　　　　　　　を開設します 

【４月以降の子育て支援施設運営内容】 

　平成２４年４月開園予定の田原幼児園内に、東部子育て学習センター（にこ
にこひろば）を併設し、４月から開設します。これにより、下記のとおり町内
３か所の子育て支援施設でみなさんのお越しをお待ちしています。子育て家庭
が楽しく子育てされ、お子さんが健やかに成長されることを願い、これからも
一体となって子育てを応援していきます。 
　なお、文化センター内の子育て学習センターの名称を４月から西部子育て学
習センター（ともだちひろば）に改めます。また、福崎幼児園内の福崎子育て
支援センター（おひさまらんど）はそのままの名称で運営します。４月以降の
開設時間を少し変更しますので、確認のうえ利用してください。 

名　称 福崎子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎幼児園内 

・すきっぷひろば　・・公園で遊ぼう 
・おしゃべり会　　・・おもちゃ作り 
・ミニコンサート　・・講演会　　　 
・子育て相談　　　　　　　　　　 

月～金曜日（９：００～１７：００） 
　　土曜日（９：００～１２：００） 

土曜午後・日曜・祝日・年末年始 

西部子育て学習センター 
（ともだちひろば） 

文化センター内 

・子育てグループ活動　　　　　　 
・子育て学習講座　　・・ぐりとぐら 
・ドレミ　・・おしゃべりティータイム 
・子育て相談　　　　　　　　　　 

火～金曜日（９：００～１６：００） 

月曜・土曜・日曜・祝日・年末年始 

東部子育て学習センター 
（にこにこひろば） 

田原幼児園内 

・にこにこ講座　・・多世代交流行事 
・家族とのふれあい行事　　　　　 
・子育て講習会　・・子育て相談　　 

月～木曜日（９：００～１６：００） 

金曜・土曜・日曜・祝日・年末年始 

（愛称） 

場　所 

開設日時 

休業日 

主な事業 

※個別相談は、４月から毎月第３火曜日１０：００～１４：００に文化センター２階、１か所で行います。 
　申込受付は各施設で行います。（要予約・秘密厳守） 



　子育て学習センターでは、さまざまな活動に参
加できる子育て中の親子を募集しています。 
　いろいろなあそび、交流、子育てについての学習、
情報交換などを通して、いっしょに考え、楽しく
子育てしませんか？ 
 
対　　象　町内に住む母・父・祖父母と、０歳から

保育所入所・幼稚園入園までの子ども 
活動日時　平成２４年４月～平成２５年３月 
　　　　　火～金曜日の月数回　１０：００～１１：３０ 
活動場所　文化センター２階　子育て学習センター 
　　　　　「ともだちひろば」ほか 
申込方法　申込用紙は子育て学習センター「とも
だちひろば」にあります。 
　必要事項を記入
のうえ、お申し込
みください。 
申込締切 
　３月２３日（金） 

平成２４年度 
子育て学習センターの親子活動に 

参加しませんか？ 

ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

２月９日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

３月１日（木）　文化センター　２階　和室 

　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターなど

親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

「あそびのひろば」 

子育て学習センター 
（ともだちひろば） 

福崎町福田176－1（文化センター2階） 

　22－7830　Fax22－2561
な　や　み ゼロ 

〈開設日時〉 
　火・水・木・金曜日　９：００～１５：００ 
　　　　　第４土曜日　９：００～１２：００ 
〈個別相談〉　毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
　２月２１日（火） 
　相談員：木村才子さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　毎月第１火曜日　１０：００～１４：００ 
　２月７日（火）・３月６日（火） 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

　「よく寝た」「おいしく食べた」「よく遊んだ」

などの心地よい経験の積み重ねが、子どもの心を

豊かにしていきます。「たっぷりあそぶ」ことは、

心も体もいきいきとしてのびやかになり、基本的

な運動能力を高め、社会性や感性などいろいろな

力を育んでくれます。親子でたっぷり遊びながら「あ

そび」について考えてみませんか？ 

日　時　２月２８日（火）　１０：００～１１：３０ 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

テーマ　「たっぷりあそぼう」 

　　　　※個別相談員、スタッフもごいっしょします。 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込方法　子育て支援センターへ 

定　員　１５組 

　小さいころからの読み聞かせは、相手の声やお

話に耳を傾ける・・・すなわち集中力や学ぶこと

への好奇心を育み、親子の絆を深めてくれます。 

日　時　３月１３日（火）　１０：００～１１：３０ 

場　所　文化センター　小ホール 

内　容　「絵本はこどものきもちをゆたかにする」 

　　　　絵本の読み聞かせ・わらべうた遊びなど 

講　師　井手晴子さん 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込方法　子育て支援センターへ 

親子ふれあい遊び＆お話 

～読み聞かせ・わらべうたを　　　　　　 
　　親子でいっしょに楽しみませんか？～ 

１３ 



第79話 

１４ 

　田口区や西光寺区のみ 
なさんから「かわいいカ 
モたちに」と心をこめた 
えさをいただきました。 
ありがとうございました。 
　昨年にえさを提供して 
くださった方は次のとおりです。（敬称略） 
（田　口）尾　好孝　宮　利康　松岡政行 
（西光寺）進藤夕紀子　松岡昭進 

（社会教育課） 

　野外センターの山小屋に掘りごたつが設置され
ています。 
　冬の七種山は、いつもとちがった景色をみせて
くれます。野外センターでの
活動・宿泊、「なぐさの森」
での散策、文化財・名勝巡り
の際には、山小屋の掘りごた
つでゆっくりとおくつろぎく
ださい。 

野外センターだより 

　
三
木
家
は
地
域
文
化
の
担
い
手
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
な

か
で
も
通
深（
種
之
助
・
慎
三
郎
）（
文

政
４
年
〜
安
政
４
年
〈
１
８
２
４
〜

１
８
５
７
〉
）
は
詩
や
書
画
の
才
能

に
恵
ま
れ
て
精
力
的
に
活
躍
し
た
人

物
で
し
た
。 

　
通
深
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
文

化
的
交
流
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

三
木
家
史
料
の
中
の「
諸
事
控
　
四
番
」

を
素
材
に
、
今
回
は
彼
と
浦
上
春
琴

と
の
交
流
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
春
琴
は
江
戸
時
代
後
期
の
文
人
画

家
で
す
。
彼
は
諸
国
遊
歴
の
後
、
２０

代
で
京
都
に
定
住
し
、
頼
山
陽
や
田

能
村
竹
田
ら
著
名
な
文
人
と
の
交
わ

り
を
深
め
ま
し
た
。
彼
自
身
は
山
水

画
、
花
鳥
画
に
優
れ
、
中
林
竹
洞
や

山
本
梅
逸
ら
と
名
声
を
競
い
ま
し
た
。 

　
天
保
９
年
（
１
８
３
８
）
に
春
琴

は
姫
路
に
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
姫
路

藩
士
の
下
田
重
次
郎
か
ら

そ
の
旨
を
知
ら
さ
れ
た
通

深
は
、
同
年
９
月
１０
日
か

ら
姫
路
に
行
き
、
春
琴
に

入
門
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

町
宿
に
逗
留
し
て
、
春
琴

の
逗
留
先
で
あ
る
坂
田
町
（
姫

路
市
坂
田
町
・
平
野
町
）

の
善
導
寺
に
通
っ
て
稽
古

を
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

同
月
２５
日
に
帰
宅
し
た
と

あ
る
の
で
、
約
２
週
間
姫

路
に
逗
留
し
、
春
琴
の
元

に
通
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

１０
月
３
日
に
姫
路
に
行
き
、

同
月
２１
日
に
帰
宅
し
た
と

も
あ
り
、
再
度
２
週
間
以

上
に
も
及
ぶ
期
間
、
通
深

は
春
琴
に
稽
古
を
つ
け
て

も
ら
っ
た
の
で
す
。
そ
の

返
礼
と
し
て
、
春
琴
に
祝

儀
や
謝
礼
な
ど
を
渡
し
て

い
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
す
。 

　
春
琴
ほ
ど
の
文
人
画
家

に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
う

こ
と
な
ど
め
っ
た
に
あ
る

こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、

通
深
の
書
画
の
腕
前
が
、

春
琴
を
し
て
稽
古
を
つ
け

る
に
た
る
ほ
ど
の
も
の
と

判
断
さ
せ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。 

　
な
お
、
通
深
は
病
身
を

押
し
て
稽
古
に
通
っ
て
お
り
、

彼
の
書
画
に
対
す
る
情
熱

の
ほ
ど
が
う
か
が
え
ま
す
。 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

〜
神
戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
報
告
〜 

三
木
家
の
文
化
的
活
動
①
　
学
術
推
進
研
究
員
　
山
　
善
弘 

　
今
年
度
特
別
展
に
際
し
て
の
柳
田
國

男
関
係
書
簡
の
翻
刻
と
、
来
年
度
特
別

展
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
播
磨
国
風
土
記
」

の
比
定
地
調
査
の
成
果
や
、
三
木
家
史

料
の
研
究
調
査
の
内
容
を
中
心
に
報
告

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

日
時
　
３
月
１０
日（
土
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
００
分 

報
告
者
　
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研

　
　
　
　
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研

　
　
　
　
究
員 

受
講
料
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
　
　
　
　（
　
２２
・
５
６
９
９
） 

  

『
古
墳
時
代
の
人
々 

　
　
西
治
下
代
ノ
下
モ
遺
跡
　
』 

開
催
期
間
　
２
月
７
日（
火
）〜
２１
日（
火
） 

開
催
場
所
　
図
書
館
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　
　
　
　
　
（
開
館
日
） 

      

連
携
事
業
報
告
企
画
展 

「
ふ
る
さ
と
再
発
見 

　
〜
地
域
資
料
は
郷
土
の
た
か
ら
〜
」 

　
昨
年
秋
に
開
催
し
た
特
別
展
で
ご
紹

介
し
た
柳
田
國
男
書
簡
（
パ
ネ
ル
）
や

三
木
家
史
料
を
中
心
に
、「
播
磨
国
風

土
記
」
研
究
の
最
新
成
果
も
ご
紹
介
し

ま
す
。 

 

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
共
催 

「
タ
ヨ
ウ
星
人
に
学
ぶ 

　
　
　
生
き
物
の
ふ
し
ぎ 

　
　
〜
國
男
も
見
た
タ
ヨ
ウ
星
人
〜
」 

　
自
然
の
な
か
に
は
、
多
種
多
様
な
生

物
が
住
ん
で
い
て
、
柳
田
國
男
も
生
物

に
関
す
る
研
究
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
國
男
の
研
究
と
と
も
に
、
生
物

の
多
様
性
を
楽
し
く
学
べ
る
展
示
を
企

画
し
て
い
ま
す
。 

 

会
期
　
３
月
３
日
（
土
）
〜
３１
日
（
土
）

【
両
館
と
も
】 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科 

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　 

共
同
研
究
報
告
会
の
ご
案
内
　
　 

３
月
企
画
展
の
ご
案
内 

平
成
２３
年
度
　
発
掘
調
査
成
果
展
示 

歴
史
民
俗
資
料
館 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

－
 

－
 

さ
い 

じ 

し
た 

だ
い 

の 

し 

も 

い 

せ
き 

三木通深筆山水画 
（江戸時代後期） 

個人蔵 


